
 

 

 

 

 
 

褒め言葉は 魔法の言葉 2学期終了に頑張りを認めましょう 

23日（木）、81日間の２学期を無事に終了しました。この間、新型ウイルスの感染状況の

配慮しながらも、学習発表会や西小こどもまつり、森林公園への遠足といった大きな行事

を実施し、また各学年の修学旅行や地域へ出ての見学や発表などを行ってきました。これ

らに向かっての準備や練習にもたくさんの時間を割き、子どもたちが自信をもって発表や

参加する姿に結びつきました。この２学期、子どもたちに成長が見られ、大きな成果をも

って終了することができました。皆様のご理解・ご協力に、感謝申し上げます。 

 

さて、今、子どもたちは、家庭と学校で「がんばる」ことを経験し、「やればできる」こ

とを覚える時期です。２学期末、子どもたちは、多くの「がんばった・努力した」ことを

通知表とともに、持ち帰ったと思います。 

この「がんばったという達成感」を、是非ご家庭で認め、褒めてあげてください。「褒め

てもらったから、もっとがんばろう」「褒めてくれたおうちの方の期待に応えたい」と思っ

て、意識的にも無意識的にもやる気になっていきます。ご家庭での会話が、知的好奇心や

学習意欲と深くかかわっていきます。 

また、努力したけれど、結果が伴わないときもあります。しかし、それを叱るのではな

く、そこまでのプロセスやチャレンジしたことを認めてあげてください。子どもたちと話

をしていると、中には、「おうちの人から、褒めてもらったことはない」と答える子がいま

す。「こんなに頑張っているのにね・・・」と言っても、「おうちの人は何も褒めない。却

って叱られる」といった言葉が返ってくることがあります。挑戦することやこつこつやり

抜くことを認めて、小さな成功体験をもたせ、そのことを褒めていきましょう。 

褒める・認めることは、その子の「自信・自己肯定感」につながり、「心の

安定感」がもたらされます。それは「家族から愛されているといった安心感」

「心の根っこ」を育みます。それが「次への意欲」につながり、「苦しい時に

も踏ん張れる力」につながっていきます。 

さらに、困ったことや苦しいときに、何でも話せる・相談できる家族でありたいです

ね。そんな家庭環境をつくるには、普段からの肯定的な会話の多さや「褒める・認める」

が根底となると考えます。「褒め言葉は、魔法の言葉」です。心を開く根本の「褒め言葉」

を心掛けていきましょう。 

充実した２学期の終了、皆様のご協力に感謝申し上げます。新型ウイルス感染に気を付

け、ご家族の皆様で、よいお年をお迎えください。 
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 10 日、３年生は社会科の見学で、糸

魚川警察署へ出掛けてきました。 

警察署内の各課を見学させていただ

いた後、警察官の仕事などについて、お

話をしていただきました。私たちの安

全を守るために、24 時間勤務で、各課

と連携しながら働いていらっしゃるこ

とを学んできました。 

途中、警察官の方が身に付けている

防護衣を着用させてもらったり、警棒

を持ったりして、警察官体験をしてき

ました。 

最後は、パトカーに乗せていただき、その前で記念撮影をしてきました。実際に見たり聞

いたりする学習をとおして、学習内容の理解が深まる見学となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 16 日（木）６年生が修学旅

行の報告会を行いました。 

新潟市、長岡市で修学旅行

を行ってきた６年生。主な見

学先について、写真を交えな

がら、そこで学んだことを発

表しました。 

 県庁の見学や、ホテルでの働く人へ

のインタビュー、ぱりんぴあでのおせ

んべいができる工程など、多くの学び

を伝えてくれました。 

 発表後、聞いていた１～５年生の多

くの児童から感想が発表されました。

６年生の学びに、１～５年生も見学先

のことを羨ましく、また興味深く聞い

ていたのかもしれませんね。 



 

 

 

10日（金）に１年生が発表

集会を行いました。まずは、

ミュージックベルで「ジング

ルベル」を演奏！一音ずつ担

当して、音符の長さなどを合

わせることは、１年生にとっ

ては非常に難しいのですが、

練習の甲斐もあって、すてき

なクリスマスソングとなりま

した。その後は群読があり国

語学習の成果を発揮。そして、

クラス会議で話し合って決め

たダンスも披露してくれまし

た。最後の決めポーズも決ま

って、カッコイイ発表集会になりました。 

 

 

 

 

 

 

 16 日（木）に、５年生が「総合的な学習」で

栽培した大豆を使用して、豆腐づくりを行いま

した。講師には、集落支援員の伊藤さんをお招き

し、「釜沢の豆腐づくり」の方法を学びました。 

 豆も「びんの豆」という西海特有の大豆を栽培

し、それを使用しての豆腐づくり。13 日（月）

から豆を水につけ、当日を迎えました。 

当日は、校内に豆を煮た甘い香りが漂いまし

た。そして完成後は、私たち職員も試食をさせて

いただきましたが、本当に豆の味がするおいし

い豆腐が出来上がりました。 

普段はスーパーで購入する豆腐も、このように

できていることを学び、さらには自然の恵みに感謝する機会となった豆腐づくり体験でした。 

 

 

ロベルト ルナ カルロス先生。通称ロビー先生です。アメリカ ノース

カロライナ州から赴任されました。１１月から、月曜日終日と火曜日午後

に勤務いただいています。日本語がとてもお上手で、漢字も読めるほどで

す。２１歳と若いので新しい日本語を覚えよう、日本の文化を学ぼうと意

欲的です。私たちもフランクに会話をし、たくさんの英語を学びましょう。 

新任のALTの先生を紹介します 

１年生 元気に発表集会 

西海流豆腐づくり 



 

 

 

 当校のアルミ缶回収にご協力いただき、ありがとうございます。また、保護者の皆様には

「何を贈ると喜んでいただけるか」を、お子さんと一緒に考えていただき、ありがとうござ

いました。アルミ缶の収益は、現在 4，200円となっています。 

 この収益に、５年生のお米販売の収益１万円を加えて、来海沢会館に時計を贈呈すること

にしました。これは、神喰来海沢区長さんに依頼し、皆さんで相談して決定していただいた

ものです。さらに、全校子ども会議で話し合い、「１軒１軒のお宅に、子どもが手作りのも

のを贈りたい」ということで、折り紙を贈ることになりました。この活動を１月中旬に予定

しています。 

 そこで、アルミ缶回収を１月下旬まで延長いたします。場所は、降雪も心配

されるため、玄関近くの屋根のあるところに移動します。なるべく素敵な時計

を贈るため、もう少しの期間、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

 
 

月 火 水 木 金 

３日 

閉庁日 

４日 

冬季休業 

 

５日 

冬季休業 

６日 

冬季休業 

職員会議 

７日 

３学期始業式 

給食開始 

13時下校 

10日 

成人の日 

 

11日 

校内書初大会 

12日 

読み聞かせ 

発育測定 

13日 

来海沢応援プ

ロジェクト 

委員会活動 

14日 

 

17日 

 

18日 

 

 

1９日 

  

 

20日 

スキー教室 

（３～６年） 

そり遊び 

（１・２年） 

21日 

糸中体験入学 

（６年生） 

24日 

 

25日 

 

26日 

NRT学力テスト 

１日目 

27日 

NRT学力テスト 

２日目 

24日 

 

31日 

 

２月１日 ２日 

縄跳びフェスタ 

子育て講演会 

ＰＴＡ専門部

会、総務委員会 

３日 ４日 

 

～お知らせ～  ３学期のみ、水保・北山・稲坂地域の児童がバスにて通学します。

積雪時における安全確保のためです。お知りおきください。 

 1 月 の 主 な 予 定 

来海沢応援プロジェクトについて 


